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郡
山
被
選
司
教
は

一
九
四

二

（昭
和

一
七
）
年
八
月
二
十

日
、
大
島
郡
竜
郷
町
瀬
留
で
郡

山
為
業

・
セ
ツ
夫
妻
の
次
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。
地
元
の
中
学

校
を
経
て
名
瀬
の
県
立
大
島
高

等
学
校
を
卒
業
後
、
鹿
児
島
に

出
て
予
備
校
に
通
っ
て
い
る
聞

に
司
祭
へ
の
召
命
を
覚
え
て
、

一
九
六
四
年
四
月
、
教
区
神
学

生
と
し
て
福
岡
の
サ
ン

・ス
ル

ピ
ス
大
神
学
院
に
入
学
。
八
年

に
亘
る
知
的
お
よ
び
霊
的
準
備

を
経
た
後
、

一
九
七
二
年
三
月
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道標

郡
山
健
次
郎
被
選
司
教

十
二
月
三
日

（土）

口
｜
マ
時
間
正
午

（日
本
時
間
午
後

八
時
）
、
教
皇
ベ
ネ
テ
ィ
ク
ト
十
六
世
は
糸
永
真

一
司
教
の
後

任
と
し
て
教
区
司
祭
郡
山
健
次
郎
神
父
（
志
布
志
教
会
）
を

鹿
児
島
司
教
と
す
る
旨
を
公
式
発
表
し
た
。
司
教
叙
階
式
は
、

一
月
二
十
九
日

（日
）
午
後
二
時
か
ら
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ

ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
行
わ
れ
る
。
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司
教
叙
階
式
は

1
月

m日

2
時
か
ら
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
で
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（日
）

二
十
日
、
名
瀬
の
聖
心
教
会
に

て
糸
永
司
教
に
よ
っ
て
司
祭
に

叙
階
さ
れ
た
。

被
選
司
教
の
司
祭
召
命
の

芽
は
、

ご
本
人
に
よ
れ
ば
お
そ

ら
く
小
さ
い
と
き
か
ら
の
御
両

親
の
言
葉
に
あ
る
と
い
う
。

御
両
親
は
す
で
に
故
人
と

な
ら
れ
た
が
、
お
父
上
の
為
業

さ
ん
は
、
戦
前
か
ら
宣
教
師
を

助
け
て
教
会
の
た
め
に
尽
力

し
、
戦
時
中
の
軍
部
に
よ
る
大

島
教
会
迫
害
下
に
あ
っ
て
は
教

会
と
自
ら
の
信
仰
を
守
る
闘
い

に
苦
闘
し
た
方

で
あ
る
。
師
が

小
さ
い
頃
、
家

に
お
客
が
あ
る

と
、
い
つ
も
師

の
頭
に
手
を
置

い
て

「
こ
の
子

は
司
祭
に
な

る
」
と
言
っ
て
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い
た
と
い
う
。
御
母
堂
セ
ツ
さ

ん
も
、
そ
の
よ
う
な
御
主
人
を

支
え
な
が
ら
七
人
の
子
ど
も
た

ち
を
育
て
上
げ
、
信
仰
を
育
ま

れ
た
。
そ
の
ご
母
堂
は
師
に

「
世
の
中
で

一
番
偉
い
の
は
神

父、

二
番
目
が
医
者
だ
よ
」
と

語
っ
て
い
た
よ
し
。
自
ら
の
刀
口

命
体
験
を
語
る
中
で
、
神
学
校

行
き
を
決
意
す
る
折
り
に
こ
の

両
親
の
言
葉
を
思
い
出
さ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
、
と
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
。

司
祭
と
し
て
の
歩
み
は
、

職
歴

（別
項
）
が
示
す
よ
う
に

多
彩
な
活
動
経
験
の
持
ち
主
で

あ
る
。

司
祭
と
し
て
の
三
十
三
年

間
に
赴
任
し
た
教
会
は
、
助
任
、

主
任
司
祭
を
含
め
て
八
小
教
区

教
会
に
及
ぶ
。
司
教
区
草
創
期

か
ら
の
田
辺
・
田
原
師
を
別
に

任
命
を
受
け
て

郡
山
被
選
司
教

今
回
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
人
事
。

誰
が
び
っ
く
り
し
た
か
と
い
え

ば
、
も
ち
ろ
ん
、

本
人
で
し
た
。

司
教
様
か
ら
呼
ば
れ
て

「：・ア

ン
夕
、
た
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は

「
エ
ッ
、
ボ
ク
が
で
す
か
1

」

と
思
わ
ず
叫
ん
で
、
笑
っ
て
し 【

司
教
区
昇
格
五
十
周
年
｝

小
教
区
が
活
性
化
し

教
区
が

一
つ
と
な
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
教
区
司
祭
で
は
最
も

転
勤
の
多
い
司
祭
で
あ
ろ
う
。

そ
の
聞
に

一
年
間
の
米
国

・
フ

ィ
リ
ピ
ン
研
修
期
間
が
あ
り
、

教
区
の
各
種
担
当
も
数
多
い
。

こ
こ
十
数
年
は
マ

リ
y

ジ

・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
（
通
称

M
－
E
）
の
日
本
担
当
者
の

一

人
と
し
て
ア
ジ
ア
を
中
心
に
海

外
へ
の
出
張
も
度
重
な
る
。

こ
う
し
た
経
歴
が
示
す
よ

う
に
、
極
め
て
活
動
的
、
か
っ

積
極
的
な
被
選
司
教
で
あ
る

が、

一
方
、
よ
く
祈
る
人
で
あ

る
。
む
し
ろ
、
毎
日
じ
っ
く
り

主
と
向
か
い
合
う
こ
と
で
、
同

僚
の
司
祭
た
ち
に

「と
て
も
ま

ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
言

わ
せ
る
ほ
ど
の
活
動
性
を
支
え

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
年
間
の
海
外
研
修
、

こ

と
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
半
年
の

体
験
が
師
の
目
を
を
広
く
ア
ジ

ア
の
教
会
事
情
に
日
を
向
け
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
国
内
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
の
滞
日
信
徒
の
司
牧
に
多
大

な
関
心
を
も
ち
、
現
任
地
の
志

ま
っ
た
ぐ
ら
い
で
す
。
お
そ
ら

く
私
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
仲
間
の
司
祭
た
ち
も
同
じ
だ

っ
た
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
、
音

楽
審
査

（オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン）

を
受
け
た
こ
と
も
な
い
の
に
、

い
き
な
り
観
客
席
か
ら
華
や
か

な
舞
台
に
上
げ
ら
れ
、
た
く
さ

ん
の
ラ
イ
ト
を
あ
び
せ
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
感
じ
、
い
ま
だ
に
、
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※この問、青少年司牧担当、滞日外国人司

牧担当、 CLC担当、家庭を考えるチーム担

当責任者、司祭評議会評議員、 M.E. 

(Maniage Encounter）担当。教区カトリッ

ク相談電話（「鹿児島きぼうの電話J）を立

ち上げ、運営委員長としてその充実を図る。

布
志
教
会
で
は
そ
の
た
め
に
も

カ
を
注
い
で
き
た
。

教
区
の
事
情
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
の
教
区
神
学
生
受
け
入

れ
が
決
ま
る
と
、
糸
永
司
教
の

委
託
を
受
け
、
数
回
現
地
に
飛

ん
で
受
け
入
れ
神
学
生
の
募
集

と
面
接
、
現
地
の
司
教
方
と
の

交
渉
に
あ
た
り
、
周
知
の
よ
う

に
、
四
人
の
神
学
生
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
の
任
命

公
表
記
事
で
自
ら
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
よ
う
に
、
制
度
や
組
織

と
は
縁
遠
い
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
苦
手
な
性
格
だ
と
ご
自
分

で
は
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
は
そ

れ
で
教
区
の
司
祭
た
ち
ゃ
修
道

者
、
信
徒
た
ち
の
協
力
が
得
ら

れ
よ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
被
選

司
教
の
堅
固
な
信
仰
と
神
の
導

き
へ
の
強
い
信
頼
、
繊
細
な
感

戸
惑
い
と
一
種
の
恥
ず
か
し
さ

の
中
に
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

新
し
い
使
命
を
受
け
た
と
は
い

え、

自
分
自
身
の
生
き
方
に
な

ん
ら
の
変
更
を
加
え
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

モ
ッ
ト
ー
は
と
聞
か
れ
た
ら
、

答
え
は
や
は
り
同
じ
で
す
。
つ

ま
り
、
「
そ
れ
で
も
、
喜
び

一

杯
。
希
望

一
杯
。
神
様
あ
り
が

と
う
」
で
す
。
十
字
架
と
い
う

糸
永
司
教
の
後
任
に

性
と
根
っ
か
ら
の
誠
実
さ
を
生

か
し
て
下
さ
る
こ
と
に
大
き
な

期
待
が
も
て
よ
う
。

教
区
の
「
鹿
児
島
き
ぼ
う

の
電
話
」
の
生
み
の
親
で
も
あ

る
が
、
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
か
ら

諦
め
る
こ
と
な
く
、
忍
耐
強
く
、

善
意
の
人
々
の
力
を

一
つ
に
ま

と
め
て
、
「
孤
独
に
悩
ん
で
い

る
人
た
ち
の
た
め
に
教
会
が
お

役
に
立
ち
た
い
」
と
の
夢
を
現

実
に
し
た
。

「神
さ
ま
が

『も
う
い
い

よ
」
と
お
っ
し

ゃ
る
ま
で

は
希
望
が
あ
る
」

と
は
そ
の
お
り
の
口
癖
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
言
葉
を
、
こ

れ
か
ら
は
県
民
と
教
区
民
の
た

め
に
生
き
て
下
さ
る
に
違
い
な

い
。
「
喜
び
と
希
望
を
も
っ
て
」

新
司
教
就
任
を
祝
い
た
い
。

不
条
理
の
死
を
強
い
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
彼
ら
を
お

赦
し
く
だ
さ
い
」

と
祈
ら
れ
た

こ
の
気
高
い
姿
こ
そ
、
わ
た
し

た
ち
に
残
さ
れ
た
、
主
の
遺
言

だ
っ
た
と
い
う
の
が
私
の
信
仰

で
す
。
こ
の
モ
ッ
ト
ー
が
、
鹿

児
島
中
に
響
き
合
い
、
う
ね
り

と
な
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
喜

び
で
輝
く
教
区
を
夢
見
て
い
ま

す
。
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司

教

被

選

司

教

司
教
総
代
理

竹郡糸

山山永

信真
昭郎－

鹿
児
島
地
区

小
隈
憲
士
（
姶
良
）、

牧
山
田

一

（指
宿
）
、
小

川
靖
忠
（
加
世
田
）
、

泉

浩

二

（鴨
池
）、

永

山
幸
弘
、
末
吉
卓
也
（
ザ
ビ
エ
ル
）
、
J

・
ム
イ

ベ
ル
ガ
、
有
馬
信
茂
、
頭
島
光
、
大
松
正
弘

（
谷
山
）
、

G
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア

（玉
里
）
、
橋
口

啓
悟

（吉
野
）、

0
・ベ

ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ

（種

子
島
）
、
国
原
武
志
（
国
分
）
、
松
森
孝
郎

（マ

リ
ア
山
荘
）
、
竹
山
昭

（教
区
本
部
）、

L
－

レ
デ
ス
マ
（
純
心
聖
母
会
鹿
児
島
修
道
院
）
、
田

辺
徹
、
成
相
明
人
（
引
退
）
、
浜
崎
真
実

（出

向）大
隅
地
区

M
・
ヴ
ィ
ゴ
ロ

（鹿
屋
）、

東
研
（
大
根
占
）
、

郡
山
健
次
郎
（
志
布
志
）、

田
原
章
（
垂
水
）

北
薩
地
区

w
－
フ
リ
チ
ェ
ル
（
出
水
）
、
山
口
重
義
（
阿
久

根
）、

M
－
ア
ッ
シ
ャ

l

（
入
来
）
、

J

・
レ
ヒ

ナ
（
大
口
）
、

J

・
ハ
ン
マ
（
川
内
）

大
島
地
区

大
野
和
夫

（地
区
長
館
）、

内
野
洋
平

（大
笠
利
）
、

寝
占
敦
之

（瀬
留
）、

美
島
春
雄
（
大
能
…
）
、
中

野
裕
明

（名
瀬
聖
心
）
、
木
村
敏
彦

（小
宿
）
、

柳
本
繁
春

（古
仁
屋
）
、
瀧
憲
志
、
浜
田
盛
茂

（古
田
町
）、

岡

俊

郎

（カ
ト
リ
ッ
ク
長
浜
研

修
所
）

徳
之
島
地
区

福
崎
英
雄
、
石
田

ヒ
（
和
泊
）

望

（
母
間
）
、

T
・
メ
ニ

ッ

司
祭
評
議
会

糸
永
真

一

（会
長
）
、
竹
山
昭
（
副
会
長
）
、

小
川
靖
忠
（
事
務
局
長
）
、
寝
占
敦
之
、
中
野
裕

明

、

泉

浩

二
、
頭
島
光
、
福
崎
英
雄
、
内

野
洋
平
、

M
－
ヴ
ィ
ゴ
ロ



(2) 

「
バ
ベ

ル
の
塔
」

物
語

聖
書
の
人
間
理
解

（叩）

平成18年 （2006)1月1日（毎月1日発行）

旧
約
聖
書
の
初
め
を
飾
る
「
原

初
史
」
最
後
の
物
語
は
「
バ
ベ
ル

の
塔
」
物
語
と
し
て
知
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
（
十

一
・
1
1
9
）
。

こ
の
後
は
二
つ
の
系
図
が
続
く
の

み
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
一
見
、
世
界
の
諸

民
族
の
言
語
が
な
ぜ
異
る
の
か
を

説
明
す
る
原
因
誇
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
人

間
の
倣
り
に
対
す
る
神
か
ら
の
裁

き
の
結
果
だ
、
と
。
し
か
し
、
そ

れ
ほ
ど
単
純
な
話
だ
ろ
う
か
。

ν 乙ア季ZJL孝昆

人
聞
の
倣
り

確
か
に
、

こ
こ
に
は
人
間
の
倣

り
と
そ
れ
に
対
す
る
神
の
裁
き
の

主
題
が
見
ら
れ
よ、っ
。

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
建
設
材

料
と
し
て
泥
か
ら
日
干
し
レ
ン
ガ

を
つ
く
っ
て
用
い
た
。
そ
れ
を
焼

け
ば
も
っ
と
強
固
な
材
料
に
な

る
。
漆
喰
よ
り
も
丈
夫
な
接
着
剤

と
し
て
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
あ
れ

ば
高
い
塔
も
建
て
ら
れ
る
。
こ
の

建
築
技
術
を
用
い
て
「
天
ま
で
届

く
塔
の
あ
る
町
」
を
建
設
し
た
く

な
る
の
は
、
現
代
建
築
技
術
を
駆

使
し
て
高
層
建
築
に
挑
む
現
代
人

と
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
、
も
し
「
天
ま
で
届
く
」

の
う
ち
に
神
の
世
界

（天
）
に
ま

で
至
ろ
う
と
い
う
野
心
を
含
む
の

な
ら
、
そ
れ
は
人
間
の
倣
り
で
あ

る
。
聖
書
の
言
う

「
罪
」
は
と
こ

か
ら
生
じ
る
。

ま
た
、
「
有
名
に
な
る
」
と
は

「名
を
つ
く
る
」
、
「
名
を
成
す
」

と
い
う
こ
と
で
、
大
島
氏
に
よ
れ

ば
聖
書
で
は
神
の
専
権
事
項
だ
と

い
う

（「
旧
約
聖
書
と
現
代」
）。
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そ
の
目
的
が

「全
地
に
散
ら
さ

れ
な
い
た
め
に
」
と
は
、
人
類
に

対
す
る
神
の
祝
福
が
「
生
め
よ
、

増
え
よ
、
地
に
満
ち
よ
」

（創
世

一
－
n、
九

・
l
）
で
あ
っ
て
み

れ
ば
、
そ
れ
に
逆
ら
う
中
央
志
向

へ
の
拘
り
で
も
あ
ろ
う
。
確
か
に
、

神
を
押
し
の
け
、
人
聞
が
中
心
に

な
ろ
う
と
す
る
人
間
の
倣
り
が
批

判
さ
れ
て
い
る
。

皐｝人
間
の
倣
り
を
砕
く
の
に
神
は

「言
葉
を
混
乱
さ
せ
る
」
と
い
う

手
段
を
用
い
る
。
そ
れ
は
何
を
意

味
す
る
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
創
世

記
十
章
に
は

「氏
族
、

一言
語
、
地

域
、
民
族
ご
と
に
」
ま
と
め
ら
れ

た
民
族
表
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

言
語
の
多
様
性
は
自
然
な
こ
と
と

し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

ヲ

Q

。大
島
氏
が
言
う
よ
う
に
、

「言

葉
が
通
じ
る
」
と
は

「心
が
通
じ

る」

「考
え
が
通
じ
る
」
、
つ
ま
り

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
こ

と
で
あ
る
以
上
、

言
葉
の
混
乱
と

は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
混

乱
、
の
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。

「
聞
き
分
け
ら
れ
ぬ
よ
う
に
し
て

し
ま
お
う
」
（
九

・
7
）
と
は、

「
互
い
に
言
葉
を
聞
か
な
い
よ
う

に
し
よ
う
」
と
の
訳
も
可
能
だ
と

い
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
単
に
言
葉

が
通
じ
な
い
と
い
う
よ
り
も
、
異

る
考
え
や
文
化
を
持
つ
人
び
と
が

互
い
に
相
手
を
理
解
し
よ
う
と
し

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

バ
ベ
ル
の
塔
は
外
か
ら
の
カ
と
い

う
よ
り
も
、
人
間
の
倣
り
に
よ
る

内
部
崩
壊
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ョ

？？ 
山

日百

ン
の
崩
壊
）
に
よ
る
と
も
い
え

ヲ匂
。覇

権
主
義
批
判
7

も
っ
と
も
、
こ
の
話
の
記
述
が

含
む
様
々
の
し
る
し
か
ら
「
バ
ベ

ル
の
塔
」
物
語
は
、
全
人
類
に
つ

い
て
語
る
と
い
う
よ
り
パ
ビ
ロ
ン

と
い
う
特
定
の
都
市
を
対
象
と
し

て
の
批
判
だ
考
え
る
専
門
家
も
い

る
（
石
田
友
男
「
聖
書
を
読
み
解

く」）
。

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
地
域
間

の
交
流
は
盛
ん
で
あ
り
、
諸
民
族

が
各
自
の
言
葉
を
持
つ
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
。
十
章
の
民
族

表
も
そ
れ
を
前
提
と
す
る
。
し
か

も
、
こ
の
物
語
の
結
末
は
明
ら
か

な
パ
ビ
ロ
ン
批
判
で
終
っ
て
い

る
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
の
覇

者
で
あ
っ
た
パ
ビ
ロ
ン
の
公
式
な

言
語
ア
ッ
カ
ド
語
は
当
時
の
公
的

な
外
交
用
語
で
も
あ
っ
た
。
パ
ビ

ロ
ン
の
人
び
と
は
ア

ッ
カ
ド
語
で

パ
ビ
ロ
ン
を
「
パ
ブ
イ
ル
」

（
神
々
の
門
）
と
呼
ん
だ
。
そ
れ

は
多
数
の
言
語
、
多
様
な
文
化
を

呑
み
込
ん
で
オ
リ
エ
ン
ト
を
支
配

す
る
パ
ビ
ロ
ン
に
相
応
し
い
。

神
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
代
表

す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
物
語
の

語
り
手
は
、
し
か
し
、

そ
れ
を

「
混
乱
」
と
呼
ぶ
。

パ
ビ
ロ
ン
の
名
声
の
も
と
に
天

下
を
統

一
す
る
覇
権
主
義
は
、
天

の
王
に
代
わ
っ
て
人
聞
が
諸
民
族

を
支
配
し
ょ
、っ
と
す
る
反
逆
で
あ

り
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
人

類
が
持
っ
て
い
た
「
共
通
の
言
語
」

（天
の
王
の
支
配
の
も
と
に
統

一

す
る
言
葉
）
が
失
わ
れ
、
混
乱
し

た
世
界
が
出
現
し
た
。
そ
う
い
う

の
で
あ
る
。

石
田
氏
の
見
解
は
独
特
の
説
得

力
を
も
つ
が
、
そ
の
是
非
の
判
定

は
私
の
分
を
越
え
る
。
た
だ
、

よ

く
見
ら
れ
る
先
の
よ
－つ
な
見
解
で

あ
れ
、
石
田
氏
の
見
解
で
あ
れ
、

根
本
的
に
は
、
人
聞
が
神
の
立
場

に
座
ろ
う
と
す
る
抜
き
難
い
傾
向

が
人
間
自
身
の
混
乱
を
結
果
す
る

こ
と
へ

の
戒
め
と
み
る
点
で
は
相

違
な
い
。
人
聞
が
共
通
の
言
語
を

回
復
で
き
る
か
否
か
を
原
初
史
は

語
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
現
代

我
々
に
も
重
要
問
題
で
あ
ろ
う

ア
レ

ッ
サ
ン
ド
口

「
ミ
サ
に

あ
ず
か
り
、
聖
体
拝
伺
毛
受
け
る

こ
と
は
、
ぼ
く
た
ち
の
毎
日
の
生

活
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
役
に
立

つ
の
で
し
ょ
う
か
」

教
皇

「
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、

聖
体
拝
領
丞
」受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
は
生
活
の
中
心
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
も

の
に
固
ま
れ
て
生
き
て
い

ま
す
。
教
会
に
行
か
な
い

人
は
、
自
分
た
ち
に
ま
さ

に
イ
エ
ス
が
欠
け
て

い
る

こ
と
を
知
ら
ず
に
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
自
分

た
ち
の
生
活
に
何
か
が
足
の

り
な
い
こ
と
を
感
じ
て
い
へ

ま
す
。
神
が
私
の
人
生
に

寺小

い
な
け
れ
ば
、
ど
う
な
る

大
」

で
し
ょ
う
。
イ
エ
ス
が
私

白
玉

の
人
生
に
い
な
け
れ
ば
、

教

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
イ

エ
ス
は
、
私
を
導
く
か
た
だ
か
ら

で
す
。
私
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

友
だ
か
ら
で
す
。
人
生
の
大
切
な

喜
び
だ
か
ら
で
す
。
私
を
人
間
と

し
て
成
長
さ
せ
、
私
が
悪
い
習
慣

に
打
ち
勝
ち
、
人
間
と
し
て
大
人

に
な
る
た
め
の
力
と
な
る
か
た
だ

か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
、
イ
エ

ス
と
も
に
過
ご
し
、
聖
体
拝
領
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
う
い

う
効
果
が
あ
る
か
を
、
た
だ
ち
に

知
る
ご
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
け
れ

ど
も
、
何
週
間
が
た
ち
、
何
年
か

が
過
ぎ
た
の
ち
に
、
私
た
ち
は
、

神
が
と
も
に
お
ら
れ
な
い
こ
と
、

イ
エ
ス
が
と
も
に
お
ら
れ
な
い
ご

と
を
、
日
増
し
に
は
っ
き
り
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

0

3J
神
が
い
な
い
こ
と
は
、
と

て
も
重
大
で
、
破
壊
的
な

日
勺

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
何

回
什
ド

斤ヨ、

年
も
の
あ
い
だ
無
神
論
が

斤
／

：

〉

支
配
し
た
国
々
の
こ
と
を

’

M

か
ん
た
ん
に
思
い
出
す
と

i

こ

と

が

で

き

ま
す
。
そ
こ
で

ιい
は
、
ど
れ
だ
け
心
も
大
地

1
Iノ

斗
ー
も
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
し

J

ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

聖
体
拝
領
を
受
け
て
、
イ

エ
ス
に
養
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
大
切
な
こ
と
が

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
だ

と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
を
照
ら
し
、
私
た
ち
の
人

生
を
導
い
て
く
だ
る
の
は
、
イ
エ

ス
で
す
。
イ
エ
ス
は
、
必
要
な
と

き
に
私
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
い

ま
す
。」

（カ
ト
リ

ッ
ク
中
央
協
議
会
司

教
協
議
会
秘
書
室
研
究
企
画
訳
）
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Dito回 pangsiyamna kautusan,ainasab1 sa ati且mSan 
Juan ang tatlong uri ng kasakiman: makalup阻害pagnana
sa,ka銘記manng mate at pagmamala組曲組討且nglakas
Sa tradisyon turo ng Katoliko ang pangsiyam na utos ay 
ipinagbabawal ang makalamang kasakiman.A時 ibig四 bi
hinng”ka同kiman”ayang porma ng intensiyon ng maka・ 
taong pagnanasa o pagnanais.Sa kris包yanong飴olohiya
ay binibigyan ng partikul位 nakah叫ugan:ang galaw ng 
pandamang gana na kon位asa pamamahala ng pantaong 
ra剖 nSinasabi ni S四 Pablona 白血gpagrerebelde ng 
”lam an”kon仕a崎、spiritu”.Angkasakiman o p時E阻 asa
ay ang bunga ng hindi pagsunod n喜四阻害ka岨l阻岨Ito'y
kontra sa町 alI曙 kabutihan,kayaang tao ay nahuhulog 
na gumawa ng k朗 alanan.Dahilang tawo ay may espiritu 
at katawan(laman), na mayroon ng tensiyon sa kanya(sa 
p回 oniya），山 angpak出bakeng”espiritu”at”laman".An喜
pa垣kiba』•ang ito ay namana ng kasalanan ng unang mga 
m略ulan軍 natin,si Adam at si Eba.Ito ang bunga ng 
kasalanan na guma喜alaw回 b凶 ayng tao(natin)Ito阻害

ぽ aw心 awna kar回目m ngpa記kilabangespirituwal.Na-
katanim na岨抑制時 taoang kasa!anang ito:"Talaga,sa 
pu駒 nagmumulaang ma随 manghang紅 in-pagpatay曲

kapwa,pakikiapid,kaha!ahayan,pagnanakaw,pagsaksi na-
ng di to伽 ，p阻 ini.r岨 Epuri."(Mt.15: 1めA碍 p！出kilaban
kontra sa masamang hang釘 mng laman,kailangan na Iini 
sin ang pu田 atp匂p思isa崎 rill.Ditonapapaloob釦 gkali 
m岨nngpu鉛， ngkatawan at ng pananampa!ataya.Sa ka-
linisan ng pu回 doonnatin ma組組taang Dios na buhay.A 
ng bunga ng kalinisan na山 aymakikita sa mabuting 
gawa at salita,naiiwasan ang paggawa ng masama ea 
kapwa.An喜kabusilak阻 ngpu剖 aykailangan岨 EP略igi-
ng mapa田 nsiyadi田 nteat p勾unawa.A且gkayumian ay 
ang nangangalaga回並aibuturanng pu曲目gtao.Kailang・ 
m 也B ang pagd且rasa!para makaiw回同 lahatng 
kasamaan at p勾nanaisng laman. 
Kaya mga kababayan,magtulungan tayo .. magbigayan 
tayo .. huwag isipin ang姐泊lilamang .. magin喜 bukas
sana tayo回 mgakababayan natin na nangangailangan, 
hindi sa bagay na materya! kundi la!ung-la!o na sa bagay 
na espirituwa!. 
Hingiin natin sa Dios na maawain ang Banal na Espirito 
Santo na siyang mag・g勾abay岨 a出回lahatng kabu出 －

an at pぽ a関 magandang!ayunin natin随 atingkapwa 

MALIGAYANG PASKO AT MANIGONG BAGONG TAON 
SA別YONGLAHAT!

国
｛十
字
架
の
使
徒
会
祈
り
の
意
向
｝

小
教
区
の
活
性
化

1
日
（
日
）
神
の
母
聖
マ
リ
ア
世
界
平
和
の
日

「
世
界
平
和
の
日
」

教
皇
パ
ウ
ロ
六
世
は
一
九
六
八
年

一
月

一
日、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
化
す
る
な
か
、

平
和
の
た
め
に

特
別
な
祈
り
を
さ
さ
げ
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
全
世
界
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
毎
年

一

月

一
日
を
「
世
界
平
和
の
日
」
と
し
、
戦
争
や
分
裂
、

憎
し
み
や
飢
餓
な
ど
の
な
い
平
和
な
世
界
が
来
る
よ

う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

平
和
は
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
に
深
く
根
ざ
し

て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
平
和
を
唱
え
る

こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
を
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
新
年
に
あ
た
っ
て
「
信
仰
の
原
点
に

立
ち
戻
り
、
す
べ
て
の
善
意
あ
る
人
々
と
子
を
た
ず

さ
え
て
、
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
か

っ
て
、
カ
ト

リ
y

ク
信
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
」

（
日
本
司
教
団
『
平
和
へ
の
決
意
』
）
こ
と
が
で
き
る

よ
う
決
意
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
日
（
水
）
教
区
本
部
仕
事
始
め

V
ル
カ
・
デ
ジ

ヤ
ッ
ク
神
父
命
日

（
一
九
九
八
年
）

V
七
回
八
十
士
口
神
父
命
日
（

一
九
八

O
年
）

8
日
（
日
）

主
の
公
現

9
日
（
月
）

主
の
洗
礼

日
日
（
土
）

永
島
泰
蔵
神
父
命
日

（二
O
O二
年
）

巧
日
（
日
）
年
間
第
二
主
日

市
日
（
水
）
キ
リ
ス
ト
教

一
致
祈
祷
週
間
・

1
呂
田
ま
で

四
日
（
木
）
ロ

l
タ
ル

・
ハ
イ
シ
ク
神
父
命
日
（

一
九
八
九
年
）

辺
日
（
日
）
年
間
第
三
主
日

V
信
仰

一
致
祈
祷
集
会
・
M
H
時
・
日
本
パ
。フ
テ
ス
ト
連

盟
鹿
児
島
キ
リ
ス
ト
教
会

お
日
（
水
）
聖
パ
ウ
口
の
回
心

四
日
（
日
）
年
間
第
四
主
日

V
カ
ト
リ
ッ
ク
児
童
福
祉
の
日
（
献
金
）

V
郡
山
健
次
郎
被
選
司
教
司
教
叙
階
式
・

リ
片
時
・
鹿

児
島
カ
テ
ド
ラ
ル

固
1
日

（水）

大
勝
教
会
献
堂
記
念
日

（
一
九
六
二
年
）

2
日

（
木
）
主
の
奉
献

5
日

（日）

年
間
第
五
主
日
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聖
霊
の
恵
み
の
中
で
交
流

徳
之
島
地
区
教
会
が
島
内
巡
礼
と
堅
信
式

十

一
月
二
十
七
日
（
日
）、
徳
之
島
地
区
教
会

（母
間
小

教
区
）
で
は
毎
年
恒
例
の
島
内
巡
礼
を
実
施
、
島
内
の
各

教
会
か
ら
信
徒
が
花
徳
教
会
に
集
ま
り
、
糸
永
司
教
の
司

式
に
よ
り
堅
信
式
が
行
わ
れ
た
。

母
間
小
教
区

（主
任

・
福

崎
英
雄
神
父
、
助
任

・
石
田
望

神
父
、
信
徒
数
回
百
九
十
四
人
）

に
は
池
問
、
花
徳
、
山
、
轟
木
、

亀
津
、
下
久
志
、
岡
前
、
平
土

野
、
面
縄
と
い
う
九
つ
の
巡
回

シ乙ア孝文 1Z-孝昆J芸事（ 5-t:!.‘曹司Fプフトー ＇...J

十
二
月
三
日
、
鹿
児
島
教
区
の
保
護
者
聖
を
贈
る
こ
と
や
、
被
選
司
教
に
続
け
と
新
た

フ
ラ
ン
シ
ス

コ・

ザ
ビ

エ
ル
の
祝
日
に
発
表
な
司
祭
召
命
を
育
て
る
こ
と
な
ど
が
話
し
合

さ
れ
た

「郡
山
健
次
郎
神
父
の
鹿
児
島
教
区
わ
れ
た
。
「
小
教
区
内
に
は
、
静
か
な
中
に
何

司
教
選
出
」
の
知
ら
せ
に
教
区
中
が
感
謝
と

か
し
ら
神
聖
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
」

喜
び
に
包
ま
れ
た
。
中
で
も
、
郡
山
被
選
司
と
寝
占
神
父
は
喜
ん
で
い
た
。

教
の
出
身
で
あ
る
瀬
留
小
教
区
（
主
任

・
寝
ま
た
、
被
選
司
教
の
親
戚
で
あ
る
松
田
辰

占

敦

之

神

父

）

の

雄

さ

ん

は

「
嶋
呼
、

信
徒
の
喜
び
は
ひ

新

司

教

選

出

の

喜

び

遂
に
瀬
留
小
教
区
か

と
し
お
だ
っ
た
。

被
選
司
教
の
出
身
地
瀬
留
小
教
区

ら
夢
の
司
教
様
が
誕

四
日

（日）

の

生

し

た

。
大
き
な
大

ミ
サ
中
に
知
ら
さ
れ
た
信
徒
た
ち
は
、
静
か
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
。
い

に
か
み
締
め
る
よ
う
に
知
ら
せ
を
聞
き
、
誰
や
、
瀬
留
小
教
区
史
に
残
る

一
大
慶
事
で
あ

か
れ
と
な
く
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

、

ミ

サ

後

る

。
わ
れ
ら
の
諮
り
、
瀬
留
小
教
区
の
名
誉
、

に
は
信
徒
か
ら
、
司
教
出
身
の
小
教
区
と
し
こ
れ
に
勝
る
慶
び
は
な
い
。
郡
山
神
父
様
、

て
心
構
え
を
新
た
に
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
喜
び
の

ま
た
、
早
速
、
司
牧
評
議
会
で
は
霊
的
花
束
芦
を
寄
せ
た
。
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教
会
を
含
む
十
の
教
会
が
あ

る
。
こ
の
日
の
島
内
巡
礼
は

信
徒
が

一
つ
に
集
ま
り
神
の

家
族
と
し
て
交
わ
り
を
深
め

る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
。

二
十
七
回
目
と
な
る
今
年
は
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
十

一
月

末
と
は
思
え
な
い
汗
ば
む
ほ

ど
の
陽
気
の
な
か
、
－
二
人

の
信
徒
が
六
キ
ロ
ほ
ど
の
道

の
り
を
徒
歩
で
巡
礼
し
た
ほ

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巡
礼
の
仕

方
で
花
徳
教
会
に
約
百
人
の

信
徒
が
集
っ
た
。

花
徳
教
会
で
行
わ
れ
た
糸

永
司
教
司
式
の
ミ
サ
で
は
、

堅
信
式
も
行
わ
れ
、
昨
年
の

復
活
祭
に
受
洗
し
た
女
性
二

人
が
堅
信
の
恵
み
を
受
け
た
。

集
ま
っ
た
信
徒
た
ち
は
他
の
教

会
の
信
徒
と

一
緒
に
ミ
サ
に
与

る
喜
び
と
共
に
、
堅
信
の
喜
び

に
あ
ふ
れ
で
い
た
。

ミ
サ
の
中
で
糸
永
司
教
は
、

「キ
リ
ス
ト
に
よ
ら
な
け
れ
ば

私
た
ち
は
救
わ
れ
な
い
。
だ
か

ら
イ
エ
ス
様
を
強
く
待
ち
望
も

う
。
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
て
い
な

い
人
も
救
わ
れ
る
よ
う
に
、
救

い
の
教
え
を
伝
え
て
行
ご
う
。

特
に
平
土
野
と
屯
津
は
幼
稚
園

と
い
う
社
会
と
の
大
き
な
パ
イ

プ
を
活
か
し
て
、

宣
教
計
画
を

し
っ
か
り
立
て
て
頑
張
っ
て
欲

し
い
」
と
信
徒
た
ち
に
宣
教
へ

の
励
ま
し
を
送
っ
た
。

堅
信
式
後
司
教
か
ら
記
念

の
カ
l
ド
と
「信
仰
生
活
指
針
」

を
波
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
新
田
和

加
子
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
教

会
で
の
勉
強
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
語
り
、
ア
y

ス
ン
タ
向

井
照
子
さ
ん
も

「
一
人
で
も
い

い
か
ら
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
教
え

を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
こ
れ

か
ら
の
信
仰
生
活
の
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

ミ
サ
後
は
司
教
を
囲
ん
で

お
弁
当
を
広
げ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
昼
食
会
が
開
か
れ
そ

れ
ぞ
れ
の
交
流
を
深
め
た
。

晴
佐
久
神
父
招
き
講
演
会

鹿
児
島
カ
ト
リ

ッ
ク
女
性
信
徒
の
会

十

一
月
二
十
四
日
（
木
）、

鹿
児
島
カ
ト
リ

ッ
ク
女
性
信
徒

の
会
（
平
野
博
美
会
長
）
主
催

で
、
東
京
教
区
の
晴
佐
久
昌
英

（は
れ
さ
く
ま
さ
ひ
で
）
神
父

の
講
演
会
が
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で

行
わ
れ
た
。
同
会
主
催
の
講
演

会
と
し
て
は
異
例
の
約
二
百
四

十
人
が
参
加
し
た
。
神
父
は

「
神
は
あ
な
た
に
話
し
た
い
」

の
テ
l
マ
で
、

神
と
直
接
に
つ

な
が
る
こ
と
を
現
実
に
す
る
秘

跡
、
特
に
ミ
サ
が
持
つ
救
い
の

力
に
つ
い
て
話
し
た
。

人
間
に
対
す
る
神
の
心
は
、

親
が
赤
ん
坊
を
あ
や
す
と
き
の

ま
た
現
在
、
母
間
小
教
区

で
は
、
平
土
野
教
会
の
建
築
を

進
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
前

日
二
十
六
日
の
夜
に
は
司
教
を

囲
ん
で
母
間
小
教
区
の
役
員
や

平
土
野
教
会
建
設
委
員
の
信
徒

な
ど
が
集
ま
り
司
教
と
夕
食
を

共
に
し
た
。

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る

島
内
巡
礼
や
教
会
建
設
を
通
し

て
若
い
信
徒
も
教
会
に
か
か
わ

る
姿
が
見
え
、

二
人
の
若
い
神

父
を
中
心
に
島
内
の
信
徒
の

一

致
団
結
し
て
い
る
様
子
が
伺
え

る
徳
之
島
で
、
信
徒
た
ち
が
自

分
達
を

「兄
弟
」
と
呼
ん
で
、

司
教
に
紹
介
す
る
姿
が
特
に
印

象
的
だ
っ
た
。

「
お
お
、
よ
し
ょ
し
」
で
あ
る

（ド
ン
・
ボ
ス

コ
社

「カ
ト
リ

ッ
ク
生
活
」
二

C
O五
年
十
二

月
号
に
も
掲
載
）
。
母
胎
か
ら

出
た
と
き
、
赤
ん
坊
は
泣
い
て

い
る
の
に
、
親
は
「
よ
し
ょ
し
」

と
笑
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
も

う
大
丈
夫
だ
と
い
う
自
信
が
親

に
あ
る
か
ら
だ
。
神
は
完
全
な

親
と
し
て
私
た
ち
を
抱
き
上
げ

る
。
秘
跡
は
直
接
神
が
私
た
ち

に
触
れ
る
こ
と
。
ミ
サ
は
神
の

仙
台
司
教
決
ま
る

平
賀
被
選
司
教

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六

世
は
十

二
月
十
日

（土
）、

一
年
半
空
位
だ
っ
た
仙
台
教

区
の
司
教
に
同
教
区
司
祭
の

平
賀
徹
夫
神
父
（
六
十
蔵
）

を
任
命
し
た
。
仙
台
司
教
叙

階
式
は
三
月
四
日
（
土
）
午

後

一
時
か
ら
仙
台
白
百
合
学

園
講
堂
で
行
わ
れ
る
。

平
哲
一
被
選
司
教
は

一
九
四

五
年
、
岩
手
県
花
巻
市
生
ま

れ
。
七
四
年
に
司
祭
に
叙
階
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
た
め
黙
想
会

デ
ィ

l
ノ
神
父
招
き
徳
之
島
地
区
教
会

十
二
月
十
日
と
卜

一
日
に

待
降
節
の
黙
想
を
し
た
母
間
小

教
区
で
は
、
十

一
日
の
午
後
か

ら
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
た
め
の

黙
想
会
を
包
浮
教
会
で
聞
い

た
。
こ
れ
は
小
教
区
内
に
大
勢

い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
入
信
徒
の
た

め
の
配
慮
か
ら
で
、
指
導
に
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
の
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
神
父
（種
子
島
教
会
主
任
）

を
招
い
た
。
タ
ガ
ロ
グ
語
で
の

黙
想
会
に
は
約
六
十
人
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
信
徒
と
そ
の
子
供
た

ち
が
集
ま
り
、
講
話
と
ゆ
る
し

親
心
が
最
も
美
し
く
現
わ
れ
て

お
り
、

こ
れ
以
上
の
も
の
は
な

い
。
教
会
の
活
性
化
は
、
ミ
サ

で
実
現
し
て
い
る
救
い
を
皆
が

ど
こ
ま
で
信
じ
て
、

実
際
に
救

わ
れ
て
い
る
か
と
の
正
比
例
だ

と
述
べ
た
。

講
演
後
は
ミ
サ
が
さ
さ
げ

ら
れ
、
神
へ
の
信
頼
と
秘
跡
の

力
に
対
す
る
確
信
に
満
ち
た
神

父
の
姿
と
言
葉
か
ら
、
多
く
の

人
が
豊
か
な
恵
み
を
受
け
た
。

ウ
ル
パ
ノ
大
学
留
学
後、

仙

台
教
区
事
務
局
長
を
務
め
、

ま
た
同
教
区
の
各
小
教
区
で

司
牧
に
従
事
し
た
。
九
四
年

か
ら
は
二
年
間
カ
ト
リ

ッ
ク

新
聞
社
編
集
長
、
ま
た
二
O

O
三
年
か
ら
は
教
区
司
教
総

代
理
、
教
区
管
理
者
を
務
め

た
。

の
秘
跡
、
ミ
サ
が
あ
っ
た
。
集

ま
っ
た
信
徒
は
母
国
語
で
話
が

聞
け
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
が
受
け

ら
れ
る
乙
と
が
嬉
し
か
っ
た
よ

う
で
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
に
長
い

時
聞
が
か
か
り
ミ
サ
の
時
闘
が

遅
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

ミ
サ
後
も
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

寄
っ
た
も
の
を
食
べ
な
が
ら
、

短
’
信

V
連
合
壮
年
黙
想
会

鹿
児
島
カ
ト
リ

ッ
ク
連
合

壮
年
会

（有
川
弘
文
）
会
長
で

は
、
十
月
二
十
九
日
、

三
十
日
、

マ
リ
ア
山
荘
で
黙
想
会
を
開
い

た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
大

松
正
弘
神
父
（
谷
山
教
会
）
で

十
五
人
が
参
加
し
た
。

講
話
と
フ
リ

l
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
黙
想
会
で
は
、
教

区
が
採
用
し
た
終
身
助
祭
制
度

と
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以
降

の
教
会
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
。

V
牧
師
神
父
の
会

十
二
月
六
日

（火
）
、
年
に

数
回
行
わ
れ
て
い
る
、
牧
師

・

神
父
の
会
が
鹿
児
島
市
内
の
ホ

神
父
と
の
会
話
も
弾
ん
だ
。
ベ

ル
ナ
ル
デ
ィ
i
ノ
神
父
は
「
自

国
語
で
話
す
と
彼
女
た
ち
も
嬉

し
い
よ
う
で
、
心
を
聞
い
て
く

れ
る
し
力
を
感
じ
た
。
子
ど
も

た
ち
に
も
彼
女
た
ち
な
り
に
信

仰
を
伝
え
よ
う
と
努
力
し
て
い

る
事
に
感
動
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
不
安
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
に
教
会
に
来
る
よ
う
勧
め

た
」
と
話
し
、
同
郷
の
信
徒
へ

の
司
牧
に
喜
び
と
使
命
感
を
あ

ふ
れ
さ
せ
て
い
た
。

テ
ル
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
、

。プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
三
人
、
カ
ト

リ
ッ
ク
二
人
。
午
前
中
ホ
テ
ル

の
チ
ャ
ペ
ル
で
、
日
木
ハ
リ
ス

ト
ス
正
教
会
の
及
川
信
司
祭
の

導
き
で
礼
拝
し
た
後
、
同
教
団

の
創
立
者
、
聖
ニ
コ

ラ
イ
の
話

が
同
師
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
畳
食
を
共
に
し
な
が
ら
情

報
交
換
を
し
た
。

V
鹿
児
島
市
民
ク
リ
ス
マ
ス

十
二
月
十

一
日
（
日
）
鹿

児
島
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合
主
催

の
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
が
県
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

V
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
市
民
ク
リ
ス

マ
ス十

二
月
十

一
日
（
日
）
丙

薩
キ
リ
ス
ト
教
連
合
主
催
の
第

二
十
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
1
市
民

ク
リ
ス
マ
ス
が
川
内
文
化
ホ
ー

ル
で
聞
か
れ
た
。

キリスト教

一致祈祷集会
日時： 1月22日（日） 14時

場所：日本パプテスト連盟

鹿児島キリスト教会
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①

「
第
十
二
回
教
区
評
議

会
の
ま
と
め
と
勧
告
」
発
表

（1
月
幻
自
の
司
祭
大
会
）

主
日
ミ
サ
参
加
率
低
下
、

青
少
年
の
教
会
離
れ
、
司
祭
召

命
減
少
に
象
徴
的
に
現
れ
た
教

区
の
危
機
的
状
況
を
克
服
す
る

た
め
の
思
い
切
っ
た
司
教
の
提

一吉
②
司
教
区
昇
格
五
十
周
年

開
始
ミ
サ
（
2
月
幻
日
・
カ
テ

ド
ラ
ル
）

司
教
区
昇
格
勅
書
に
立
ち

返
っ
て
、

「司
教
区
」
の
意
味

と
使
命
を
考
え
る
。

③
聖
体

一
日
礼
拝
小
教
区

リ
レ
ー
開
始
（
2
月
U
日
・
ザ

ビ
エ
ル
教
会
）

聖
体
の
年
の
教
区
行
事
と

し
て
、
九
月
ま
で
、
感
慨
深
く

全
小
教
区
を

一
周

④
故
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

口
二
世
の
追
悼
ミ
サ

（4
月
6

日
・
カ
テ
ド
ラ
ル
）

一

在
位
二
十
六
年
、
八
十
四

一

歳
。
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
教

一

白
玉

一

文
俳

句

（思
川
俳
句
会
作
品
）
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⑤
新
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

十
六
世
就
任
祝
賀
ミ
サ

（4
月

白
日
・
カ
テ
ド
ラ
ル
）

「
聖
な
る
、
普
遍
の
、
使
徒

的
、
唯

一
の
教
会
」

⑥
初
の
ベ
ト
ナ
ム
人
教
区

神
学
生
（
5
月
お
日
・
沖
縄
で

の
教
区
司
祭
黙
想
会
で
）

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
テ
ィ
エ
ン
さ

ん
受
け
入
れ
。
八
月
十
六
日
、

マ
ニ
ラ
で
勉
強
中
の
三
人
が
鹿

児
島
教
区
神
学
生
に
追
加
登
録

⑦
W
Y
D
ケ
ル
ン
大
会
に

青
年
グ
ル
ー
プ
派
遣
（
8
月
）

司
教
区
五
十
周
年
記
念
企

画
、
十
人
が
参
加

（務
畑
神
学

生
も
長
崎
コ
レ
ジ
オ
か
ら
）

③
司
教
区
昇
格
五
十
周
年

記
念
ミ
サ

（
9
月
旬
日

・
カ
テ

ド
ラ
ル
）

司
祭

・
修
道
者
ば
か
り
で

な
く
、
特
に
信
徒
の
役
割
と
功

績
に
光
が
当
て
ら
れ
た
。

⑨
初
の
終
身
助
祭
叙
階
式

（9
月
叩
日

・
カ
テ
ド
ラ
ル
・

記
念
ミ
サ
中
に
）

終
身
助
祭
制
度
の
先
駆
け

純
心
学

園

川

上

和

ひ
っ
そ
り
と
キ
リ
ン
タ
ン
灯
能
境
内
に
立
つ

純
心
学
園

田
村
鏡
子

運
動
会
指
の
先
ま
で
楽
し
け
り

鹿
児
島

龍
門
司
真
人

初
日
さ
す
聖
に
笑
ま
む
新
司
教

主
よ
主
よ
と
呼
ぶ
初
夢
や
妻
の
声

短

歌

（
思
川
短
歌
会
作
品
）

名
瀬

林

明

子

と
め
ど
な
く
あ
ふ
れ
る
な
み
だ
っ
か
れ
き
っ
た

こ
の
か
ら
だ
J
f
主
に
あ
ず
け
ま
す

小
さ
い
努
稽
を
だ
き
し
め
る
夜
は
母
さ
ん
の
子

に
つ
つ
ま
れ
る
よ
う
に
眠
り
ぬ

（
評
）
口
語
知
或
は
特
に
結
句
が

一
首
を
成

す
。

出
水

速
竹
睦
郎

初
物
の
大
け
き
早
掘
り
街
を
掘
り
来
て
神

に
供
ヘ
食
し
ぬ

と
し
て
、
桃
薗
淳

一
郎
師
（
鴨

池
教
会
カ
テ
キ
ス
タ
）
と
久
保

俊
弘
師
（
教
区
の
教
誇
師
）

⑩
宣
教
奉
仕
者
養
成
コ

ー

ス
始
ま
る
（
叩
月
お
日
・
教
区

本
部

・
担
当
永
山
神
父
）

参
加
者
二
十
六
人

（姶
良
、

加
世
田
、
鴨
池
、
鹿
屋
、
ザ
ビ

お
分
け
し
ま
す
l

エ
ル
、
玉
里
、
紫
原
、
吉
野
）

①

糸
永
司
教
後
任
に
郡
山

健
次
郎
被
選
司
教
（
世
月

3

日
）司

教
叙
階
式
は

一
月
二
十

九
日
（
日
）
十
四
時
カ
テ
ド
ラ

ル
で（命

以
外
糸
永
真

一
司
教
選
）

教
区
報
縮
刷
版

鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
報
は
、
一
九
六
二
年
創
刊

以
来
、
教
区
の
歴
史
を
記
録
し
て
き
ま
し
た
。
教
区
で

は
、
司
教
区
五
十
周
年
を
記
念
し
、
こ
の
教
区
報
を
資

料
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
創
刊
号
か
ら
二

C
O
四
年
十
二
月
号
ま
で
を
縮
刷
版
（

A
4
サ
イ
ズ
）

に
ま
と
め
、
入
手
希
望
の
信
徒
の
皆
さ
ん
に
お
分
け
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
庁
は
教
区
本
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ

さ

い

。

阻

つ

九

九

二

二

六

五

一

0
0

教
区
の
歩
み
と
信
仰
養
成

信

仰

養

成

委

員

会

報

告

司
教
区
五
十
周
年
を
迎
え

た
今
年
、
鹿
児
島
教
区
で
は
記

純
心

学

園

川
上

和

マ
ラ

ッ
カ
よ
り
さ
つ
ま
目
指
さ
れ
し
ザ
ビ
エ

ル
の
熱
き
思
い
に
日
々
倣
ひ
け
り

鹿
児
島

春
山
マ
リ
子

現
代
の
女
性
の
気
持
ち
わ
か
る
け
ど
神
も
仏
も

宿
灼
ふ
ノ
な
し

鹿
児
島

前
田
儀
子

祈
る
ご
と
よ
き
歌
に
な
れ
と
寄
る
窓
に
夜

更
け
の
雲
よ
り
満
月
生
る
る

古
仁
屋

豊
島
忠
司

何
処
か
ら
か
這
入
り
来
れ
る
沢
蟹
の
真
っ

赤
な
奴
を
夜
に
追
ひ
出
す

阿
久
根
中
津
漬
フ
サ
エ

キ
リ
ス
ト
の
誕
生
祝
い

つ
つ
振
り
返
る
夫

と
の
生
活
六
十
年
を鹿

児
島

田
平
新
太
郎

新
し
く
教
へ
た
ま
わ
る
司
教
故
日
々
の
暮
ら
し

の
父
と
尊
ぶ

笹
子
の
孫
の
旅
路
は
水
消
し
雪
の
畿
の
舞
ふ
お

た
る
河

念
の
ミ
サ
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
十

二
月
四
日
（
日
）
に
教
区
本
部

で
行
わ
れ
た
信
仰
養
成
委
員
会

で
は
、
今
年
の
教
区
の
動
き
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
信

仰
養
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

↑

し
合
わ
れ
た
。

一

委
員
会
で
糸
永
司
教
は
、

一

ベ
ト
ナ
ム
人
神
学
生
の
受
け
入

一

ザ
ピ
エ
ル
さ
ま
の
散
歩
道

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
末
に
鹿
児
島
教
区
に

は
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
新
し
い

パ
パ
様
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六

世
か
ら
、
郡
山
健
次
郎
被
選

司
教
様
が
鹿
児
島
教
区
に
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
喜
び
が
私
た
ち
に
発

表
さ
れ
た
の
は
、
十
二
月
三

日
、
そ
う
、
私
た
ち
の
鹿
児

島
教
区
の
保
護
者
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ

・
ザ
ビ
エ
ル
の
祝
日

で
す
。
ま
さ
に
鹿
児
島
教
区

の
喜
び
に
ふ
さ
わ
し
い
日
で

し
た
。

れ
、
終
身
助
祭
制
度
の
導
入
と

助
祭
の
誕
生
、
信
徒
奉
仕
者
制

度
の
導
入
の
三
つ
を
挙
げ
、

「
鹿
児
島
教
区
の
新
し
い
司
牧

体
制
が
見
え
て
き
た
。
共
同
体

に
奉
仕
す
る
チ
l
ム
で
の
司
牧

体
制
構
築
が
始
め
ら
れ
て
い

る
」
と
教
区
の
動
き
を
解
説
し

た
。信

徒
奉
仕
者
制
度
の
準
備

と
し
て
、
福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ

ス
大
神
学
院
で
の
神
学
養
成
講

第
二
回
ザ
ビ
エ
ル
教
会
主
催

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
一

3
月
日
日
（
土
）
日
時
叩
分

i
m時

テ
ー
マ
一

「
受
難
｜
バ
ッ
ハ
・
オ
ル
ガ
ン
小
曲
集

よ
り
｜
」

演

奏

一

高

坂

暢

（
こ
う
さ
か

の

ぶ

）
氏

ド
イ
ツ
国
立
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
音
楽
大

学
卒
業

会

場

一

ザ
ビ
エ
ル
教
会

入
場
料
一
全
席

一
、
U
）

O
円

期

純
心
学
園
山
頭
信
子

タ
時
雨
生
徒
の
落
書
消
し
が
た
く

ミ
サ
行
き
で
あ
か
ぎ
れ
い
た
む
さ
さ
げ
る
手

（
評
）
深
愛
の
結
句
が
よ
い
。

鹿
児
島

徳
永
ノ
ブ
子

セ
ー
ラ
ー
服
遠
き
思
い
出
針
供
養

鹿

児

島

木

城

愛

朝
日
さ
す
座
敷
に
お
と
す
晴
着
か
な

鹿
児
島

春
山
マ
リ
子

お
正
月
花
盛
鈴
越
毛
糸
越

名
瀬

松
畑
義
弘

点
眼
の

一
滴
の
涙
や
冬
の
星

船
旅
や
天
心
に
か
が
よ
ふ
寒
昂

（
評
）
句
歴
を
感
じ
さ
せ
る
佳
作

出
水
速
竹
睦
郎

初
物
存
神
に
供
へ
て
年
迎
ふ

鹿
児
島
教
区
報
の
縮
刷
版

を
聞
い
て
、

三
十
六
年
前
の

糸
永
司
教
様
の
鹿
児
島
司
教

任
命
の
頃
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
な
ん
と
そ
の
発
表

も
、
同
じ
時
期
、
十
二
月
二

目
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

三
十
六
年
前
も
今
回
も
、

ザ
ビ
エ
ル
様
の
祝
日
と
新
司

教
誕
生
の
喜
び
が
重
な
る
と

は
、
神
様
の
お
恵
み
を

一
層

感
じ
ま
す
。

そ
の
頃
の
郡
山
被
選
司
教

様
は
福
岡
の
大
神
学
院
で
十

二
月
十
四
日
に

「守
門
、
読

師
の
下
級
聖
品
を
受
け
た
」

と
あ
り
ま
す
。
今
で
言
う
朗

座
に
参
加
し
た
人
の
感
想
、
教

区
内
に
お
け
る
宣
教
奉
仕
者
養

成
講
座
の
様
子
も
報
告
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。
各
委
員
か
ら
は
、
信
徒
た

ち
の
前
向
き
な
意
欲
や
熱
意
が

見
ら
れ
る
と
い
う
意
見
や
、
実

際
に
小
教
区
で
信
徒
が
、
司
祭

と
助
祭
と
信
徒
奉
仕
者
で
チ
ー

ム
を
組
ん
で
奉
仕
す
る
に
は
、

よ
り

一
層
の
司
祭
の
理
解
が
必

要
だ
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
各
担
当
や
信
徒
団

体
の
報
告
が
行
わ
れ
、
女
性
信

徒
の
会
（
橘
木
嘉
奈
子
）
、
連

合
壮
年
会

（迫

一
夫
）
、
教
師

の
会
（
岩
崎
）
、
青
少
年
担
当

（
末
吉
卓
也
神
父
）
か
ら
活
動

の
様
子
が
報
告
さ
れ
た
。
百
命

担
当
の
泉
浩
二
神
父
か
ら
は
長

崎
の
小
神
学
校
の
体
験
入
学
の

様
子
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
の

う
ち
数
人
が
入
学
の
希
望
を
持

っ
て
い
る
と
姑
し
い
知
ら
せ
が

あ
っ
た
。

読
奉
仕
者
の
選
任
を
受
け
た

と
い
う
こ
と
か
な
？
そ
の

頃
の
郡
山
神
学
生
も
新
た
な

使
命
に
燃
え
て
い
た
頃
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
は
、
ザ
ビ

エ
ル
様
が

生
ま
れ
て
ち
ょ
う
ど
五
百
年

に
あ
た
り
ま
す
。
新
し
い
司

教
様
も
生
ま
れ
る
こ
と
で
す

し
、
私
た
ち
も
新
た
な
気
持

ち
で
歩
ん
で
行
き
た
い
で
す

ね
。ザ

ビ
ヱ
ル
上
陸
記
念
祭
実

行
委
員
会
か
ら

V
こ
の
コ
ラ

ム
で
は
皆
さ
ま
の
ザ
ピ
エ
ル

神
父
様
へ
の
想
い
や
様
々
な

声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
当
コ
ラ
ム
へ

の
寄

稿
は
四
百
字
以
内
で
教
区
本

部

一
久
保
ま
で
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